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巻頭言

運動学習からカウンセリングとセラピーヘ
東京教育大学松田岩男

体育心理学専門分科会では、ここ数年間めのパイロットなどの特殊な技能副職の研究
「運動学習」の問題をシンポジゥ･空でとりあからも刺激されている主､うですし、生体力学
域その究明に努めてき室した｡本年度のテの発展ともつながりがあるようで灸また
ーマについての会員の皆さんへのアンケート特殊教育と運動学習とのむすびつきが最逓
の回答の中にも、継焼して、この問題を堀りとくに注目されるようになってきたこととも
下げたいとの回答が多数あり藍したカミ話し関係があると考えられます。
合いの結晶「スポーツにおけるカウンセリところで、運動学習の問題茜私たちは、
ングとスポーツ・セラピー」の問題が選ばれその結果だけでなく、内面的過程の変化とし
室した｡・てとらえてき室した力､このことは、主体的
運動学習の問題は、今日の体育･スポーツな条件を問題にすることでもあり室す。スポ

の心理学の領域では、世界共通の重要な問題一シにおけるカウンセリングやセラピーは、
であり、多くの人々 から強い関心が寄せられパーソナリティの変革とか形成につながる問
王いき壷と○こと嫁:ｱﾒﾘｶの各大学の題ではあり童すｶﾐ体育やｽポーﾂで扱う葛
研究者から、運動学習に関する著書力も最近合には、運動学習との関連においてとりあげ
めだって多く出版されていることからも推測られることが多いと考えられをす。このよう
することができ在す。に考えてき童すと、「運動学習」の問題と本
運動学習に関する研究は、産業や体育．ス年度のテーマとは、内面的には深いつながり

猿-ﾂの側面か雄けで壷〈､宇宙開発のたがあるといってもｴいと思いを灸■J－J－ー

~

本年度のシンポジウムの問題点

本鞘……燐ゞ鎖_ｼに｡”…雲霧=菫_躍星.鯛’
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題をとりあげることになりました。実践しておられる先生がたが多いと思い主す。

テーマの性質から考えて、今回はできるだ最終的には、そこでの具体的な指導にも生
q■

け基本的な問題点を抽き出して、話題提供者かすことができる問題だと考え在すカミ今回

同士お主ぴ参加者全体でも共通にその問題点は基本的な問題点として、つぎの項目をあげ

を考え、話し合っていきたいと考えてい室すbてみ注した。

私が司会をすることになってい注すカミ体育（1）スポーツにおけるカウンセリングやセ

心理学専F扮科会としては、新しい問題ででラピーについての基本概念とその意義は
*：q

もあり、可能ならば、この会を契機として、 なにか ・｝

同学、同好の会員によるグループ研究をもつ（2）具体例をとおしての、カウンセリング

ようになるとエいと思い亥す。童たはセラピーの「ねらい」と「方式。

問題自体が臨床的な問題であり童すので、技法」おエび「効果測定」についての問
体育やスポーツの掲では、意鈴るとしない 題点はなにか。

にかかわら式カウンセリングやセラピーを

■
b●

｡』

スポーツ。カウンセリングやスポ云
争

セラピーにおける体育教師の役割
裟〔:‘ E■ー『

■む

ら｡･

九州大学‘鶴永僻雄
今回のシンポジゥムテーマであるスポーツ・教師にとっても重要な問題でおぎと考えられ

カウンセリングについては､最近競技水準る。むしろ、将来はスポ篭錘織の高度化

の向上などから一流ｽボー ﾂ選手に対する報不適応学生の出現を雀によぢ総宥教師の力
告などがたされている。きた、スポーツ:･セウンセラー的セラ官女F的鋒駒泌要とな
ラピーはリハビリテーシロンにおける漣鋤療るのではないだろ夢湘規織必要なのでは
法の分野として特に注目され発展力糊待されないだろうか。*:鯲〆富§〆･i;"･蓬･.･:: 、
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て いる、、 今回のテーマに関する私逮の研究に繕スカ
一万カウンセリングとかセラピーの実施ポーツ・カウンセリングの基礎的研究として、

には、一定の専門的知識、技術を習得するた学校体育におけるスポ卒少で幼ウンセリング
めの専門のカウンセラーやセラピストが強〈の教育的位腫づけを試夢だ‘客ゐがある:｡､同時

要望され､その養成が行なわれている。カウに､運動部員の悩み､試合場面への遠眠女
ンセラーについては周知のとおりであるが、子学生の水泳学習､称労低位学生の皇ポーツ
セラピストについては昭和41年汁1回の：活動をどいろいろの次頴些ﾂ場面と性格との
P･寵･(理学療法士)､_O･T･(作業療法士)の関係を分析した｡一齢学校体育脆溜け猪巽
国家試験が全国の5ケ所で行なわれ解音俘、ポーツ ･カウンセリングの初歩的段鮫じて
生理裳病理学を中心とした出題や実技試験その窓口を設ける意味から;F律育相談室｣の
がなされている。また、専門教育を行なう機開設を試みている。，ン:”':.．、:j…ir;
関として国立東京療蕊所のリハビリテーシ画スポーツ

●＝pa｡◆

･セラピーについては昭和57年

ﾝ学院など力設けられている現状である。より九州大学藤本実雄教授を中心にした一連
そうした中で､スポーツにおけるカウンセの「ﾘ'､ピリテーシ画ンにおける趣療法に

リンツやスポーツ・セラピーはスポーツを媒関する研究」がある。それは、糖神癩諾夕．
搾としたI鰯璽であることから、われわれ体育年壗蕊震施設などの蒋識教育機関に収容ざ
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とを藷びつける一つの融劣とレーLI、

グの各期に応じた心理負荷･一端を
指導をお願いする次ｵｱである。：
気射撃競技の概要

（1）競技方法

射撃競技はピストル競技とライフ

に大別することが出来る。競技は喝

時間内に所定の弾薬を発射して儲｛

により得点を競う競技である。

種目に主，使用する銃器・弾薬・

標的の差はある承試合鴇におけZ
－チのスドレスは共通のものと見･て

射撃錘のホイン1,は王い鰯と弾ﾇ1曲それ
8 ，

に練習量だけといった旧い思想は未だ完全に

消えておらない。眼・心・指の一致という高

度の．･オーデネーシロンは技術練習だけで

確保されるものと思われている。

ライフル射撃力弛のスポーツC様にトレー

ニングが組織的に実施される禄忙ならたのは

ごく最近のことである。記録は射手がマーク

するものであるカミより高い記録の樹立を可

能に談ろ為には科学的データとコーチの指導

は不可欠のものとなって来ている。

普段どんなすばらしい記録をマークしても

試合の場で発揮されなくては何の意味も表い

試合が練習と同じ気持で出来る様になること

はスポーツマン誰れしもが切に望んでいると

ころである。しかしこの問題は技術だけをい

くら追求しても解決は出来ない。その為には

体力的・精神的・作戦的要素も含めた射手そ

のものをトレーニングする必要がある。又鼓

器・弾薬及び天候・気象等に対する知識も忘
4uD･怨一

れるととは出来ない。＝､』≦"告､

こうした意味で試合甥の雰囲蕊の単で紬

している心的状態を練習過溌鞭漸遥師
トレーニングしてゆくことは極めて大切な事

柄である。・;.;､:･､.:？･ﾐ．::'報｜

今回は技術指導や鮴ﾄj墓Iジﾝの槻K
体系化されたものではない力ミトレーニジツ
のエアーポケットである錬習の堀と識誉め篭

企一

､l
LQ

p、
、埋的特唾

村撃憩技は個人競技である。

にはチーム戦と個人戦とがある力､個

点の合計がヂご巽戦の成綴となるので
には個人競技である。

直めて静的なスポーツである。

は心理的には平常心・物理的には不鎗
撃姿勢を維持し乍ら高度の安定性が要

る競技であ総fそして最大筋力の発揮
とせず巧みさとリラックス能力と力顎
る競技である。

競技は自己との斗である。

は弾丸を無心の標的（通常固定してい

向い射込む動作を操返すだけなので対
は悶接的なものとなる。それ故競技は

麺
呼
》

れている糊*病患者非行少輻身体障害者一シ・カウンセリングやスポーツ．セラピー

や大学生活不適応学生（糖神障害識身体篭のねらい、それを実施するにはどのようなと
害者）などを対象として体育・ヱポーツがどとを問題としなければならないのか、その分
の程度必要であり、どの程度効用性をもつか野の専門家でない体育教師にはたしてどのよ
ということを検証したものである。併せて報うな役割がはたせるのかといったことを問

告 し た い 。題提起しながら、スポ､－ツにおけるカウンセ
従って、これらの基礎的研究の中から明らリングやスポーツ・セラピーにおける体育教

かにされたことや問題点を分析しながらスポ師の役割について論じてみたい。
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自己のペースで進めることが出来る。

ェ・意志力の競技である。・

競技中はコーチの指導が出来た.いので射手
は長時間にわたって疲労・失敗･協調整の破
壊・糖神動揺等を自ら克服し、意志力を発揮
して最後の一発まで敢斗したければならない。

オ。速い反応時間と高度な調整力を必要と
する翻支である。、::

速〈、しかも寸分狂いのない時間的．空間
的正確な動作があってはじめて;50メートル
で1ミリメートル・300米で5センチメー
トルの的の中央に命中させることが出来る。
二試合前及び試合場で現れる否定的現象の
具体例

日試合前の具体例

試合中＝－チは一般観衆と同じ席に位置し

射手の行馳動作及び気象条件の変化等に細

心の注意をはらうとL‘に観衆の行耽不測

事態の発生に対し万全の処置をするのが任務

であるがそれ力遁切に出来なくなる。そして

唯眼鏡をのぞいて一発づムの弾着点の観測と

ノートへの記入のみにと.苫室づてし室う。

三名期に裁ける心理負荷の具体例
1準備期一・

（')‘標的による心理負荷

標的に遂次射撃順序やコーチ等の印を押し
試合用のものに近づけて射撃を実施させた。
：(2)観衆に主る心理負荷

遂次観衆の数を増したり、女性を加えたり
又射手の後方で弾蔚を観測しひそひそと雑談
したりして練習を行づた。

（3）競技会．,11§・』；

ァ4採点射撃ぐ記録会）

イ。トーナメント射撃（2人で試合させ
勝つことに意義をもたせる）

；競技会は射座の決定､出場頓位などルール
,に従って実施した。〆‘

(4)・試合．，＞‘､・ゞ ：

：-ァ･試合錫を変えての試合

イ・相手を変えての試合（外人等）
試合は国際ルール通り実施じた。
Z試合期’‐

実際的創鰊､｜;;

準備期で実施した各種の心理負荷の結果に
もとづいて､､射手の稲神要素､心理的特性
（心理テユトの結果も含む）をもとに、射手
毎の弱点をチエジクする惹味において状況を
もうけて実施した｡;又コーチに対しては不測
事態の発生に対し適切を処置が出来るかどう
かを大会と全く同じ雲境で射手ともども演練
した。

（例えば誤射された場合或は銃器の故障等の
処樋がコーチ・射手とも･適切であるかどうか
をチェックした。）・

a移行期．・
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1．選手について

選手は観衆から2～3メートル前方の射座・
で1人で射撃する。

（1）普段の練習と異る動作をする。
（2）作戦を変える。（特に射撃テンポ）
（3）試射後の本射矛一発目力潜し<なる。
（4）最後のシリーズと最終弾が苦しくなる。
（5）話し声は自分が何か云われている橡に

感ずる。

（6）標的操作や示点動作が遅いといらいら
して来る。

（7）命中せぬと銃や弾蕊役員等自分以外
のものに文句をつけたくなる。
（8）時間感覚が鈍くなり持時間不足に陥っ

たかの錯覚にとらわれる。

（9）隣接射手の標的が気になり眼鏡でのぞ
く等c

2コーチについて

一
一
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心理負荷からの解放人間像力観れるので心理テストの結果と共に
四、効果の測定

●b

露要視している手段である。

・トレーニングの成果は最終的には記録に結五、反省と凝澗

びっかなければ意味がない。記録（得点）が理飴的には漸進的に心理的負荷はかけると

向上したという事実は射手の技術的、身体的とが出来るカミ果してその負荷が射手にとつ
作戦的、瀞神的要素のほか銃器、弾蕊天候て適当な負荷なのか、能力以上のものである

気象等の知識の綜合された結果である。そのものかその判定は極めて困難である。心理負

中で心理負荷がどれだけの効果があったかと荷が射手の心理的負荷能力と共に量的に測定

いう判定は極めてむづかしいが確かにその結出来ないところにトレーニングの困難さがあ
果は記録的にみて相当の成果を得たと思う。る。

事実選手やコーチの発表（報告）にもその必又試合前の心理（試合当日までの）の対策

要性は力説されている。 については試合時（含当日）のものと同様重

私達は射手の私生活職穐練習態度、記要であるが本格的に研究されていない。

録会試合等による継続的観察射手の報告射手は唯1人で自主トレーニングする機会が
反省（射撃手帳）試合の結果等を分析してそ 極めて多い｡試合の雰囲気を1人で行辮習の

の効果を判定している。特に試合は赤裸ムな中に自ら再現出来たら極めて効果的だと思う。

、 ｡ ？ ．

二
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態度変容の手がかりとしての持久走

小田原少年院平山正徳

小田原少年院では、非行少年の性絡矯正のその点でスポーツ（体育）との結びつきは非
｡ ◆

ため、「大筋活動」おエぴ、これとの関連の常に強く、矯正教育の手段としてのスポーツ

もとに、生活綴方・綴方集会・学習などの種（体

目を醗ﾘする教育方式を実施している。 きい

力茨手段と左りうる可能性力汰

ている。

標準コースの体育時間数は、1週16時限．九州大学条野豊らは、ヲ垳少年（少年院収

（1時限＝70分）の、持久走・格技・球技・容者）の特質として「いたって力がなく、精

その他の運動種目を、約10月継続し、その神的には現実の問題への挑戦に必要な攻撃性

後社会復帰の準備教育として約2月の開放を欠き、意識態度としてはアノミー現象にお
処遇を体験させている。 ちいり、権力への迎合・依存の心理となって

｡･

44.ス1現在の対象者は121名で、平均あらわれ、集団への

年令114水精神状況は準正常110名・・範への埋没がみられ

的友集団規

ている。

糖神病質11名、少年院2回以上のもの58青少年の大人意識について、飲酒・喫煙。

名・残りの65名は初入である力殆どは2回成人向遊技場への出入りなどを許可する年令

以上の逮捕歴を有しているものである。について、ヲ垳少年群（小田原少年院在院者）

このエうな対象には、倫理・道徳などの知が正常群（高校生）よりも厳格を考え方を示
的学習よりも情緒に直接働きかける体験学習し、観念的を規範意識はむしろﾖ垳少年力輔
がエリ効果的でなかろうかと考えられる。いことを示しているといえよう。

立教大学田中幸吉は、ヨ垳少年（小田原少以上の点からわれわれは、非行少年の知餓

年院在院者）について「一般的に知篭程度はとしての規範意識を行動化せしめる方策とし
低く、餓義拝聴型というエリは行動的であり、て、運勤療法的見地から「大筋活動を主軸と
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訓練効果は顕著画僅かの期間差に生る運動

能力（とくに持久走）の開きは大きい。

1)持久走場面から

訓鐸備生の教育は持久走を中核としてい

る。三方は高い鍵一方は二階建の寮に囲董

れた1周75"の小運動場を150風約60

分で走る｡.全員（20～7名位までの変動があ

る）が2列縦隊となり:、リーダーの号令に歩

調を合わせて走る。入院当初は50へる0周位

から落伍し始めるカミとれらには「遅れても

良いが歩くな」と指示する。全般の走行ぺ－

スカ錘いため、1週間程で落伍しなくなる。

との持久走は、肉体的には勿蹴糖神的に
．f･

も極め預高い負荷であり､加えて拘禁に伴な
う社会からの鱗感や今後｡“に対する不‘
安といった心理的動揺は､極限状況への到達

・を促進する。

；他少年に負けだく鞍いという顕示的動機か

ら、最大の努力を試みる一方、内面的には、

「無意味な、苦しめるための運動」と考え、

指導教官に対する反溌･少年院送致を決定し

たｵ判官へ蝿悪･弁該が不充分だっ髭,と両
．.‘:･ず

このような鯛も､抑圧せざるを得ない物
理的な裂境窓しかも､一見､仮借左〈反復
される持久走にエって､条件反射学の表現を
借れぱ､疲労にエって大脳へめ刺激は拡延し
無秩序な思考となり、被暗示佳の充道ととも

に記憶の再生が活溌にたるざ
_ ｡ 、 ＝ f

約60分の狭くそして変化のない〃ランゆ
･・●9●●●●●●●●●･●■･●･････････｡・・・･・・・Q・・Q・・Q･･..,

「ぐるぐる廻り」は､心的飽和とたり、この

単調さを克服するため、各人が切実にそれそ
れ工夫をしている。

この圭うな間にも、何の脈絡もない思い出
が突然想起さ松そして消えさ』､時には走
行三昧といった無心の状態になったりしてい
る主うである。

この主うな持久走であるだけに、完走の満
・L，

足感・爽快感に極めて強い感動となる。

このような体験によって、体育運動の心理的

した教育方式を採用し、これを「矯正体育」

と呼称している。

矯正体育は､体沸面での露黙醗獺
休駄を性格嬬正("Eversioのの手がかりと

しているカミこのため､対象者を体育運動へ
動機づけるとと力鍾要なポイントである。入

院後約1月間は訓腺準備生として、このため

の教育を実施している承今回はとの獺間の
指導の実備を報告し、ご指導を仰ぎたい。

I

ー

4■■■■

陵
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６
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冒朧の概要

1指導のねらい

1）体育運動への動機づけ,、
2）少年院教育への導入．

・寺：

3）問題的行動傾向の発見

を主たるねらいとしている。

Z健康診断

対象者は、1）走行に支障がなく、2）知I

的に糖薄の処遇を要したいもの、を条件に送

致されるカミさらに、専任の医師により入院

時健診と毎月1回の定期健診を実施し､､体育

運動不適格者の排除につとめている。、

43.7~44.6の入院144名中､、入院時健一

診で不適格と判定し他少年院に移送したもむ．
8._i

5名。定期健診で不適格と判定したも｡5名‘
巳｡■〆"ﾛ

（うち3名は医療少年院で加舞の鶴,聯運
動に復帰)。とたっている。、傘、1．

5．実施種目（体育関係)
"｡"･J

1）持求走、毎日11粁（水晒日は15粁〕
2）サーキット・トレーニン銭毎日30分
ろ）剣遇’週2時陣柔違’週'時限
4）綴方、毎週1回テーマは「持久走」。及
ぴこの綴方についての集会(訓辨傭期間
に4～5回の綴方・綴方集会を体験）

5）上級生の訓練を見裳1週1時限
4．指導（持久走）

入院時期は不定のため、訓練準備生には入．
院後1日から1月余のものが含雀れている。
入院前の生活は徒遊･怠楕（家出浮浪60.0
兇．無職68.1％）で体力が低下しているため、
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か 蚕 峡 己 汀 し 今 。

2〕綴方および綬方集会から

との持久走の体験を毎週1回綴方に書かせ

全員(20～7名位言での変動がある）の集会

の場で発表し､体験談についての話し合いら
材料にしている｡との堀面で指導教官は､識
象者の体験発表を整理し集約し麗識させ､体
育運動への意欲と、自己の意志力への自信と

更生への動機づけの援助をする。
「先公の顔を石ころでぷん殴ってやりたい

「こんなくだらないと'とをしても、更生どこ

ろ力益とひねくれる」「体育よりも職業技術
の指導が役に立つ」また時には｢死んでやり
たいがそれ畑来たい｣などの反溌的表現か
入院当初は多いしかし、これらは、綴方築

会と持久走の猫み重ねによっ･ても「苦しいの

は自分だけで識い」ということを露磯し、次

第に持久定､馴致し､－2～3週目位から「持

久走は辛い承完走後の充実感は今迄に体堕
したことのない素購しさだ」「やる気になれ

蔵出来る」「不思議な魔法の力で自分の気掲

が替えられる､」と表現が変わる。さらに経過

すると、自己の忍耐力や持久性・意志力への

おぼろげな自信へと発展している。

5 ． 含 上 め

盛動となる。落伍者が1人も

全員がその喜びを日誌に述べ

ての連帯感が見られる。

日は、敗北感と自己嫌悪に除

ある。

の生育過程にエって形成され

くに国家権力へのそれは完誌
一時的に消散し、一緒に走っ

仲i罰卜しての共感性が発生す

＝

守
、
』

また、X可葺

た対人不信感

の感動銅で
た指導教官に

な 過 程 の 反 復 に 主 っ て 、 非 了

の改革がなされる。しかも、

過穆の働きかけによる予定1

，対象者自身の意識としてに

た」と感じている。：

で｣ということ診亀遮璽ｶ療箇
に．よ．る教育方式の特色とい身

細部については、後日改め司

酬』たい．

ヨケ
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公
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田 中 幸 吉 ・ 非 行 少 年 の ス ホ ー ジ

青)による瀞教育才3報・
条野盛ほか･九州大学体育研割
る巻4号

bq

－4、

、X

を':､の

原 瞳

行霊故は舜強である刀鳥葬行壱挙亟の甲~仁

式子どもの占める割合が非常に大きい。1.年
令当りの死者.負傷者数を計算してみるど、
坊児は大人の約4偶小学生は大人の約2倍

となり、子どもの事故が庄倒的に多い｡その
子どもの事故のうち約65弱がとび出し事故
である。このことは子どもの精神的.身体齢
ら上÷_ユュ一Aし函〃必－－1へ五＞L全圭今鉤.癖a迄銭

鍛近欠陥車が新聞紙上をにぎわせ

こ2．5年間交通事故は文字通り

りに増加してきている。交通事故に

負傷者の数は、昨年、ついに10万

した。今年も7月にはすでに昨年の

愚をうわまわっており、おそらく、

づいて史上最高を示すものと思われ

f表い記録であろへ毒掻塞益全休に

．〃u程

を突翻

月の監
俸I〆三

ｌ
０
ｑ
ｌ
０
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題度変容の手がかり

平山正徳

射撃競技における,t
銀奉夫刀力

5月2［

卦会力親カ

ムのテーョ

［の狩久交

・･原小鐸

と刀呂詠

委員カ
ブロブ

Ｉ
グ

a日､

季昌会

堀采砥田

近藤

杉 原

連絡先東京都渋谷区西原

東京教育大学体育学部や
TEI,(44n)nR11r,fI

スポーツ・カウンセリングやスポーツ。

U

理学研究室
六、Zベ■

日
日
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である。とび出し事故発生の様子をみてみるmcidentProveneggというものが存在する

と、時間的には5時から5時の間が最も多く、かどうかについては、未だ多くの問題を含ん

全体の約50％を占めるカミ登下校(園)‘ｷの事でいる力､これまでの研究では、知能、知覚、

故は10語以下で少い。月別にみると4月(13反応動作、パーソナリティなどに事故頻発者

％）7月（12％）9月（11発)がやや多く1月の素質的特質がみられるとしているものが多

（3％)は少いカヘ畷日別にはほとんど差が友蝿しかし、これらの研究のほとんどが成人

い。又､男子と女子を比較すると、男子は女の事故者を対象とした研究であり

子の2倍 以上である。事故に関するものは非常に少ない

、

O
･P

ひ●

子どもの
0
4

mrl9Vb

このエうに、子どものとび出し事故が多いは事故頻発児にdouplayを行なわせた結果

といっても、実際に事故を起す子どもはどく事故頻発児はそうでない者エリ活発で禁止傾

一部にすぎない。それでは、とび出し事故を向が少なく、攻撃的な言語反応や行動が多か

起した子どもには、子どもの側に事故を起すったという報告をしているが、子どもの場合

何ものかがあったのであろう力、全くの偶然にも諸種の機能の発達が十分でないというこ

なのであろうか？L麺､,K･のいう生うに人間との他に、事故と結びつきやすい行動傾向を

の行動(B)を人(P)と雲境(E)"数B=fもつものがいるようである。又、子どもは大

(P･E)であると考えるなら、事故はPとE人エリ雲境に左右されやすいというとどを考

の複雑なからみ合いで生じるものであり、P

の側に事故の原因となる何‘のかがあると考

えられる。この点についてはいわゆるMCi-

dentEFe"の問題とも深い関連がある。

えると、Eの側の要因を究明することによっ
て子どもの事故はかなり防げるのではないだ
ろう力やとび出し事故は最近大き:〈クローズ

、

アップされてきた聞鬮であるだけに資料も少
〈、研究の必要が痛感される。、


